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年に Oakley, F.によって 7）開発された原版の役割チェックリストは，第 1 部
において過去，現在，未来に 10 の役割を担うかどうか，すなわち，各々の
役割について，過去に担ったか，現在担っているか，未来に担いたいと思う





Oakley らは 18 歳から 79 歳までの 124 名の通常の生活を送っている人々
を対象に信頼性を検討するために，役割チェックリストを 2 回実施した．その
結果，再検査信頼性があり，特に高齢者の反応には首尾一貫性があった 7）． 
 本研究で用いた役割チェックリスト日本版 8）は，16 歳から 77 歳、平均 33.9
















































えた後に，記入もれなどをチェックして回収した．調査期間は 2007 年 3 月










の参加者」の 10 の役割について図 1 に示す定義を説明し，現在の役割の
有無と役割価値について回答を求めた．  
（２）生活満足度の質問項目 
 また，生活満足度について，Ahlsio により開発され，須貝ら 12）によって日














数 rs は，0.7 以上なら“かなり強い相関がある”，0.4 以上なら“かなり相関が
ある”， 0.2 以上なら“やや相関がある”， 0.2 以下なら“ほとんどなし”とされ
ている 13）．ｒｓを結果で示し，0.4 以上の有意な相関を考察の対象とした．次
に，現在の 10 の役割ごとに，役割の有無によって生活満足度に差があるか
どうかを Mann-Whitney の U 検定によって求めた．すべての検定の有意水
準は 5％未満とした．検定には IBM SPSS Statics ver.20 を用いた．なお，本
研究は首都大学東京荒川キャンパス研究安全倫理委員会の承認を得て実








本研究の対象は，708 名（男性 369 名，女性 339 名）で，うち前期高齢者
は 408 名（男性 216 名，女性 192 名），平均年齢と標準偏差は 69.2±2.71
歳，後期高齢者は 300 名（男性 153 名，女性 147 名）で，平均年齢と標準
偏差は 81.7±5.26 歳であった． 
役割総数の平均と標準偏差は，男性の前期高齢者 5.8±2.62 個，後期
高齢者 3.2±2.35 個，女性の前期高齢者 5.3±1.44 個，後期高齢者
3.9±2.51 個であった． 
生活満足度の平均と標準偏差は，男性の前期高齢者 74.5±21.18 ㎜，
男性の後期高齢者 75.2±24.65 ㎜，女性の前期高齢者 69.3±15.46 ㎜，












































































































































































































































役割 N 中央値 四分位偏差 P値 N 中央値 四分位偏差 P値
ある 89 86.0 6.0 24 81.0 12.5
なし 117 72.0 19.0 129 82.0 17.5
ある 96 89.5 3.5 54 94.0 6.0
なし 120 71.5 17.0 99 66.0 15.0
ある 114 85.5 6.0 24 79.0 16.5
なし 102 73.5 19.0 129 85.0 17.0
ある 120 85.0 9.5 39 87.0 18.5
なし 96 77.0 19.0 114 81.5 17.0
ある 180 84.5 11.5 75 87.0 12.0
なし 36 70.5 17.5 78 76.0 14.5
ある 156 86.0 7.5 87 86.0 18.5
なし 60 49.0 17.5 66 78.0 19.5
ある 132 87.0 6.5 66 88.0 10.5
なし 84 67.0 17.0 87 72.0 17.5
ある 72 86.0 21.0 30 86.5 7.5
なし 144 82.5 11.0 123 82.0 17.0
ある 129 86.0 5.0 57 95.0 6.5
なし 87 57.0 17.5 96 69.0 17.5
ある 147 87.0 6.0 30 87.0 5.0





































役割 N 中央値 四分位偏差 P値 N 中央値 四分位偏差 P値
ある 48 55.0 12.5 30 93.0 10.0
なし 144 68.0 7.0 117 58.0 8.5
ある 3 80.0 10.0 45 85.0 9.0
なし 189 68.0 10.0 102 54.0 6.5
ある 75 74.0 12.5 51 73.0 19.0
なし 117 68.0 7.0 96 56.0 8.5
ある 138 74.0 6.0 54 75.0 17.0
なし 54 51.5 3.5 93 54.0 9.0
ある 120 74.0 6.0 75 69.0 20.0
なし 72 55.0 11.0 72 56.0 8.0
ある 147 68.0 7.0 84 66.5 16.5
なし 45 55.0 22.0 63 54.0 8.5
ある 120 68.0 7.0 78 66.5 12.0
なし 72 74.0 22.5 69 58.0 10.0
ある 51 55.0 22.5 12 73.0 27.0
なし 141 68.0 7.0 135 61.0 16.5
ある 138 74.0 6.0 69 73.0 20.5
なし 54 51.5 3.5 78 54.0 8.5
ある 171 68.0 9.5 81 69.0 12.5
























　前期高齢者 　後期高齢者 　前期高齢者 　後期高齢者
学生 .22 .14 .18　 .22　
勤労者 .24 .11 .46** .09　
ボランティア -.05 -.05 .70** .06　
養育者 -.08 -.14 .59** .19　
家庭維持者 .07 -.15 .58** .24　
友人 .10 .13 .42** .04　
家族の一員 -.04 .02 － .41**
宗教信仰者 -.1 .11 .35　 -.08　
趣味人 .30 -.16 .58** .11　
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Objective: The purpose of this study was to determine the influence which 
a role and value have on life satisfaction of the elderly people using day 
care services for elderly in community. Method: The Role Checklist 
Japanese version and life satisfaction by Visual Analogue Scale to the 
elderly people using day care services for elderly in community were 
investigated. Result: The number of the candidates for this investigation 
was 708 people. Male and female with many role totals had high life 
satisfaction, and it was suggested that they are enriching self by playing 
multiple roles for the lost role. Male was considered to supplement the lost 
worker and et al. roles by a home maintenance role. Moreover, the old-old 
female have many roles to satisfy. They had relationship in valued role and 
life satisfaction and were considered that aging was also raising the volition 
of a life. Conclusion: Since elderly people were satisfactory and, clarifying a 
challenging role, it was suggested that they are easily adapted for old age. 
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